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昭和63年10月29日，本学会の公開シンポジウムが駒沢大学1号館{で行なわれた。 発言者は上記の通り

である。発言者から話題挺供後， 参加者を交えて活発に討議が行なわれた。木報告は，そのときのテー

プ記録に司会の大村が手を入れて整理したものである。

中村(学会事務局) ただいまから日本応用心理学会シ ついて研究なさ っておられます。それでは先生よろし く

ンポジウム 「校則」を開催いたします。日本応用心理学 お願いします。

会では毎年一回公開のシンポジウムを開くことにしてお 大村(司会) それでは私のほうから今回のシンポジ、ス

ります。このシンポジウムはできるだけ up-to-c1ateな トの先生をご紹介申し上げます。最初は渡辺紀夫さんで

問題を取り上げております。一昨年は 「いじめJについ す。波辺さんは昭和19年のお生まれで，東大波学部で木

て， ，*年は「文化摩擦」を取り上げました。今回は「校 材工学を勉強された方です 。それがなんと新聞記者にな

則」です。「校則」はまさに現代的な問題で，いじめや られ，現在，型教新聞社の社会部記者と してご活腕で

校内暴力といった校内問題と密接に関係があると思いま す。 詳しく 11"し上げ.ますと， 特報部の部長さんです。

す。私はこの 「校則」の問題について詳しくはありませ 記者としての仕事・のほかに，劇画や映画のシナリオ作家

んが，校則を無く してしまったほうがよいという考え方 として， また教育カウンセラーとして活躍されておられ

の人もいらっ しゃるでしょうし，絶対必要という立場の ます。

人もおられると思います。そのようなことについて， わ 次の方は日本大学付属懐丘高校の国語の教諭をしてお

れわれはいろいろ知っておかなければな りません。そ う られる三ツ木照夫さんです。昭和12年のお生まれで，私

いった迎由で今回このようなシンポジウムを企画したわ の教え子の一人です。三ツ木さんは国語の教科書の編集

けでございます。それでは，まず最初に私から今回司会 にも当たられ， [f'晩年の志賀直哉』 という著書もありま

をしていただく大村先生をご紹介させていただきます。 す。校T11]については非常に厳しい方で，下高井戸の日大

私が存じ上げているかぎりでは，先生は人格M究，特 通りで「三ツ木」というと生徒がみな逃げ出すというす

に不安の研究者です。 しかし，最近ではいろいろな問題 さまじさです。私もなん回か目撃したことがあり ます。

を取り上げておられます。 血液型と気質 ・性格の問題， なにはともあれ私の教え子の中では逸材です。

あるいは教育心理学の立場から学内のさまざまな問題に 次の方は加藤宣彦さんです。加藤さんは昭和2年のお
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生まれで，慶応義塾大学を卒業されたのち，ずっと教育 て，いろいろな批判が出てきたのではないかと思うので

~IIIにお られまして，東村山市立東村山第一中学校の校長 す。それから 心理学的 な観点からものをいうわりです

で定年を迎えるまで，多くの中学校の教頭や校長を歴任 が，私はそれを 3つにしぼってみました。一番目は 「校

されておられました。現在は，東村山の教育委員会で登 則」とか 「きまり」は児童や生徒の心身の発達に合った

校拒否の生徒や，帰国子女の指導に当たっておられま 問題でなければならないということです。二番目は広い

す。これまで NHKの「おはようジャーナノレj，I教師 意味での弱者にとって「校貝IlJや 「きまり」が脅威にな

の時間j，それから 「お母さんの勉強室」などで校則問 つてはいけないと いうことです。広い意味での弱者とい

題を取り上げていらっしゃいます。著書としては 『教師 うのは，いろいろなハンディを持っている子ども，いじ

の体罰と子どもの人総』や 『私にと って教育とは何か」 めのターゲッ トになっている子ども，家庭的に恵まれて

などがあります。力[同事さんのお考えは p 生徒の自主性を いない子ども，内向的な子ども，陽の当たらないところ

重んじて学校のきまりを生徒とともに作り上げていくと にいる子どもなどを含んでいます。三番目は「校則j，

いったもので， たいへんユニークな教育評論家でいらっ 「きまり j，I生徒心得」 というようなものは時代の変化

しゃいます。 や環境の変化に応じて絶えず見直しをすべきだと思うの

一番最後の方は城西大学の心理学の教授で駒11碕勉とい です。バランスをとる，チェックすることが必要だとい

う方です。こ、専門は人格と適応にIWilすることです。貨と うことです。伝統的な校則だからいじるとタタリがある

罰に関するハーロックの笑験は有名ですが， 1山崎さんは といったようなものではいけません。 Iいじってもいい

そこに性絡の因子を含め， 外向性の子どもはどうなる 約束事」というフレキシブノレなところが必要です。そう

か，内向性の子どもはどうなるかについてたいへん興味 でないと「タテマエ」ばかりが優先してしまって，守ら

のある実験をなさいました。著書と しては 『パーソナリ なくてもいいような規則が乱立してしまいます。そうい

ティの心理学』などがあります。 う規則が子ども時代に並んでいるということは， その子

これでいちおう 4人のシンポジストのご紹介が終わり どもが成J¥したときに「適当にやろうや」という気持を

ました。「シンポジウム」というのは「ともに食べる」 起こさせるのです。「タテマエ」 だから守らなくてもか

という泡J床があります。ここでは「校則」というテーマ まわないのです。そのような大人干上会がやってきたらた

をフロアのみなさんとと もに食べよう と思いますっご意 いへんでしょう。中学や高校時代から守らなくてもいい

見の異なる方も多いと存じますが， 4 n寺半ごろまでとも 死文化した規則に取り固まれている，ということは本当

に食べてまいりま しょう。最初にお一人大休日分ぐらい に危険なことです。

ずつご意見を述べていただきたいと思っています。普通 私は 「校則」とか 「きまり 」といったものは一種の社

ならば 4人の方の発表が終わりますと，またもとにも 会文化だと思うのです。例えば3 同一地域，東京都なら

どって 5分ずつぐらいの補足発言をするのですが，ここ 東京都p 埼玉県なら埼玉県といったような同一地域で，

ではそれをしないで，すぐディスカッションに入りたい あまりにも違った社会文化が存在すると，子どもたちは

と考えています。 なにとぞよろしくお願い申し上げま 違和1/惑を感じてしまいます。それではいけないのです。

また，子どもたちが小学校から中学校へ，中学校から高

最初]は， 心理学者の立場から駒附さんにお願いしま 校へと進むたびにカノレチャー ・ショックのような校則シ

す。 ヨツクを起こしたらこれまたたいへんなことです。この

駒崎 最近なにかと校則に対する風当たりが強くなつ ようなことから考えれば， I校員IlJ は普遍性を持ったも

できて， Iくたばれ校則」 とかいうことばを耳にするよ のでなければならないのです。その普遍性の中で，ある

うになリました。校則結構という人は少なく，校則はど 学校は多少厳しいとか，ある学校には少しおもしろい校

うもよくないという意見が強くなってきました。私の立 則があるとか，そういうものが出てきてもいいと，Elって

場は，集団生活をする上には「きまり」は必要であり ， います。それが校風といえるのではないでしょうか。特

生活上の危険を防止する上にも当然きまりはなくてはな 色にしても，校風に しても，それは精神的健康のセンス

らないというものです。 であり，かっそのセンスの中で多少のばらつきがある，

いま，校貝11が問題になるのは 3 校則それ自体が惑いと それが学校のおもしろい動き方ではないかと思うので

いうよ リも，むしろ校則それ自体がどうあるべきかとい す。条件反射的な教育ではいけません。 これが， きょ

うことを考える。または校則を見直すこと，こういうと う， 私が申したいことの全体像なのです。

ころが欠けていたのではないかという反省の上に立つ 中学生くらいの年齢に焦点を合わせてみますと，かれ



らは心理検査を受けるまでもなく社会的承認の欲求が非

常・に強い年齢です。いわば目立ちたがりやさんが鳩えて

います。それとと もに自尊心のたかまりということも起

こってきます。 この2つの傾向は発達とともに現われて

くるもので，これがないとおかしいくらいなのです 。自

尊心が高まって， I~I 己を ïìíj面に出してきたとい う こと

は，かれらが自立しようとしている一歩前だということ

にもなります。中学生はそういう構造上の一大転換期に

なるのです。このような時期にあまりにも厳しい校則は

よろしくないことは当然のことなのです。例えば，先生

方が子どもたちに“お前，少し自分というものを考え

ろ，中学生ではないか"といって叱っているのですが，

もう一方では “そこはきまりになっているのだか ら守

れ"というのです。主体性を功一重していながら，きまり

のところへくるとそのきまり通りにやらせる。子どもた

ちも矛盾を感じると思います。この時代の子どもの心理

をよく考えて手を打つべきだと思います。

私の近所の中学の話ですが，生徒心得の第なん条かに

「家の手伝いをしなさい」と書いてあります。ところが，

53IJなところでは 「アノレバイ トはしてはいけない」といっ

ています。さらにおかしいのは，自家営業の場合はお客

さんに顔を見せないで奥のほうで仕事を手伝え と書い

であるのです。このような矛盾はほうぽうにあり ます。

読んだ子どもはまごついてしまいます。 子どもたち自

身，納得のいくようなものがほしいのです。

さきほど「三ツ木」というと生徒が逃げるという話が

ありましたが，どんなこわい顔をした先生かと忠、いまし

たら，ソフ トな方なのでびっくりしました。子どもたち

はそういう先生がいるから惑いことをしない，おとなし

くしている，というのでは困ります。いても，いなくて

もきちんと規則を守ることが必要なのだと思います。今

度のシンポジウムのことで私も中学生や高校生に会って

いろいろ聞いてみました。にわか勉強なのです。厳しい

校則も見せても らいました。私が君たちたいへんだねと

いったら，かれらは割合のんきなのです。どうして?と

聞いたら，53IJにたいしたことないよというのです。私は

不思議に思いました。とうして?と重ねて聞いてみまし

た。かれらは “だって要領の悪い奴がひっかかるんだ、

よ。こんなことが書いてあったって， うまくやれば大丈

夫"というのです。私は要領のよい生徒を養成するみた

いで，これではいけないと思いました。

ところで，校則や生徒心得というようなものには 「な

ぜ」の部分が欠けているように思います。きまっている

のだからーですべてをすませて しまうのです。どうして

そうしなければならないかの説明が欠けているように思
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われます。存在理由というようなものがはっきり してい

ないのです。 近所の中学の校貝IJに 1.すすんで家の手

伝いをしよう I 2.テレビやラジオはよい番組を選ぼう，

3.読書をしよう 4夜間の外出はしない， 5， 6， 7は

抜かして， 8家族の一員として明るく楽しい家庭を作ろ

うーというのがあり ました。これは子どもにいっても始

まらない話です。「ぼくは一生懸命楽しい家庭を作ろう

としているのに，おやじは飲んだくれで困ります」とい

うような感じがする校則だと思います。

もう少し，子どもに矛盾を感じさせない，子どもが納

得できるものがほしいです。「夜，外出するな」という校

則もあり ます。塾に通っている子は夜塾に通うのです。

本当におかしいと思います。

大村 それでは教育評論家の立場から加藤さん，お願

いします。

加藤ー現場の校長を終わったばかりなので教育評論家

というのはどうかと思います。そこで私は現場からのお

話をしたいと思います。きょ うは 「校則」がテーマにな

っていますが， r校貝IlJと 11手んでいる学校はないのです。
「生徒心得」とか， r私達の約束」とか，r生活のきまり」
などと呼ばれているほうが多いのではないかと忠、いま

す。歴史的に見て， 日本のきまりにしても，校則にして

も，生徒心得にしても，道徳と法律，規則と心がけとい

いますか3 そういったものが同居し，混在しているので

す。それが誤解の原因の 一つになっていると思うので

す。家のお手伝いをする，家族の団撲に協力する，そう

いったことと，遅刻や無断外出などをするなということ

とはまったく次元が違うことなのです。それがごちゃま

ぜになっているのです。

私自身の実践からお話をさせていただきますが，彩、が

ある学校で校則をなくしたのは1Ii:l称155年ごろでしょう

か。 校則をなくしたといっても残したものもあるので

す。例えば，遅刻をしないこと，無断外出しないこ と，

自転車通学はしないこと ーなとほんの5項目ぐ らい残し

て， あとは全部無くしてしまったのです。それは決して

校則そのものが悪かったのではなく， 当時1，500人 33

クラスの学校の 中で， 校則がなかなか守られないので

す。そこで，子どもたちをもう一度校則でがんじがらめ

にしてみるか，それとも子どもたち自身に考えさせてみ

るか，を考えてみたのです 。そのとき，ある先生が“こ

れはとてもがん じがらめに j得ることはできない。 むし

ろ，子どもたち自身のカを借りてこの学校の規律を回復

したい" という発言をされました。それが校則のほと

んどを無くしてしまった理由です。生徒はお、に“校長会

に行ったら，よその学校の生徒手l憶をも らってきてね"
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とか， “田舎にいるいとこから田舎の学校の生徒手帳を

もらったよ"などといって生徒手11援をくれました。100

11ft近い生徒手帳が集りました。それをいろいろな角度か

ら分析しました。それはたいへんな作業でしたが，中央

委員会が中心になって見事に分析しました。その中での

最大公約数といいますか，そういうのを原案にしたわけ

です。ところが東京の学校の生徒心得というのはたいし

たことないのです。660の公立中学校があり ますが，ど

こを見てもそれほど厳しいものはありません。厳しいと

いえば，校則ではなくて，その背後にある「先生の心」

なのです。その姿勢いかんですべてが変わってしまうの

です。ところが地方から集められてきた校則は，マスコ

ミからたたかれでも仕方がないというのが結構ありま

す。例をあげてみましょう。 高知県のある中学校です

が， r繁華街に外出するときには制服を着用すること」
というのがありました。このよう な規則は田舎に行くと

結構あるのです。「学外に外出するときは制服とする」

というものもあります。 これでは矛盾が出てくるので

す。新宿の歌舞伎町あたりに住んて‘いる子どもはどう

なるのだ，ということになります 。このような子どもの

ために 「ただし，その繁華街に居住する生徒はその限り

ではない」 と書いてあります 。 やはり， 矛盾がありま

す。この繁華街に居住している生徒が六本木に行く場合

はどうなるのか，というこ とになり ます。 しかし，この

ような場合を考えてちゃんと付則がつけられています。

それは「ただし，その生徒も他の繁華街に外出するとき

はfljlJ服とする」というのです。

法律でも施行例があってとんどん和lかくなってしまう

のです。静岡県のある中学校のことですが， r盆踊りの
ときは町内できめた服装でもよいj， つまり浴衣がけで

もいいということなのです。 しかし， rただし，見物す
るときは制服とする」ということが付けられています。

生徒が質問してきました。夜、は“お色直しというのがあ

るだろ"と冗談をいいましたが，やはりおかしいです。

生徒に校則を作らせてみました。かれらが作った原案

は~ I: ;:市'に多様でした。 私が無くした校則は35項目，その

学校には40項目しかなかったので，校則は5項目になっ

たのです。ここに現場の先生がおられたら申し上げたい

のですが，校則の見直しをするときに，ただ子どもにま

かせておく と，むしろ保守的で創1Iかい規則になってしま

います。管理されている子どもはそういう発想しかでき

ないのです。もちろん，職員会議は子どもたちの出した

原案を否決といいますか，差し戻しをしました。こんな

に，私たち教師にっとうのいいきまりが守られるはずは

ない，と思ったからです。今度は私たちが釆り 出しまし

た。「全クラスに校則について考えさせるj，r世の中に
は果たしてきまりというのは必要かj，rなぜきまりがあ
るのかj，r私たちの学校にも規則というものが必要なの
だろうかj，I必要だとすると，いま君たちが毎日明るい

学校生活を送るために困っていることはなにかj，r問題
点はなんなのかj，rこの学校の規則になにを取り入れた
らいいか」ということについての草の根の討議を約半年

間やりま した。その結果 r私たちのクラスが作るこの
学校の規則」というものを，各クラス 1通ずつ提出させ

ました。これはたいへんなことのように思いますが，同

じ屋根の下で生活しているので，ほとんどといっていい

ほど似たものがあがってきました。それを中央委員会が

整理して新しい校則の原案を作り，全校生徒の投票にか

けたのです。その中で過半数を獲得したものを校則にし

たのです。できあがったものは17項目でした。現在でも

その学校は17項目です。これらの項目のうち， J隊員会議

で問題になったものが2項目ありました。lは 「学用品

以外の物は持ってこないこと」ということです。これに

対して， rただし， トランプ。や将棋は雨の日ならばよい」
というのが過半数を取ってしまいました。私たちは 「雨

の日ならばよいというきまりが全国にあるかな」と思い

ましたが，生徒指導の先生が“いや大丈夫ですよ。生徒

たちは朝テレビを見て，雨の確率50%というとき，どっ

ちにするか迷うようなことはありません。持ってくる子

はH青れた日でも持ってきますし，持ってこない子は雨の

日でも持ってきません。そんなものですよ"と発言しま

した。その通り でした。2は「いやらしいことをしないこ

と」というのが過半数を取ってしまったのです。生徒会

長を職員室に|呼んで“校則という ものは具体性がないと

おかしいよ。こんな抽象的なきま りはだめだよ"といっ

てやりました。生徒会長は“いやらしいことの中味がわ

からないのは先生方だけなのです。僕たちにと ってはき

わめて具体的だから過半数を取ったのです"というので

す。“例えばどうなんだ"というと“それが言えないこと

たのミらこうなったんだ"というわけです。そこで，これ

もそのまま通過させました。 1年たったら，r人のいや
がることはしない」というよう に直りま した。さすがに

恥ずかしくなったのでしょう。ニュアンスが遠います。

私のねらいは，校則作りを通して子どもたちの自治の力

を高めようとしたのです。このねらいは達成されたと思

っています。

さきほど申し上げましたが，道徳と法律，規則と心が

けというものが， わが国においては混在しているので

す。このあたりを見直すべきだと思います 。

要約しますと，子どもたちの生命を守るきまりと，子



どもたちの秩序を守るきまり，それから子どもたちを育

てるきまり，子どもたちの成長のための心掛け的なきま

りといったようなものなどを整理していくことが必要で

しょう。安全保設規定，秩序規定，転校のときなどの手

続き規定，保健室や図書館の利用規定，このような規定

はある程度学校のほうで押しつけてもいいと思います。

子どもたちに示しでもコンセンサスが得られます。

最後に残るのは規範規定です。この規定については，

ある程度子どもたちに呼びかけ，親たちの意見を聞いた

ほうがいいーというのが私の提言です。それから，日本

の学校の校貝IJでなにが欠けているかというと，まず第1

に規貝Ijが子どもたちの人格を犯していないかということ

です。第2は説得力のある合理性があるか，人材[を犯し

てはいないか，第3は時代と環境に迎合しているかどう

かということです。第4は規則を改正する手続きを明記

すべきではないかということです。私は生徒たちと全国

から100冊以上の生徒手帳を集めましたが， 改正の手続

きを付した生徒手帳は 1冊もありませんでした。生徒会

規則の改正手続きはすべての手帳に出ているのですが，

校則改正の手続きはどこにも出ていませんでした。アメ

リカで1カ月間，中学校に滞在しましたが，ほとんどの

学校の校則に「この規則，またはその運用が適切でない

と思った生徒は，先生方の注意をl喚起するために勇気を

もって申 し出なさい」ということがi依っていました。ア

メリカもずいぶん荒れていましたが，でも，さすが民主

主義のお家元だなと思いました。

最後に申し上げたいことは，いま，校則の見直しが全

国的に行:なわれていますが，見直すのは校則そのもの

よりも， むしろその背後にある教師の心が大切なので

す。

大村 それでは現場教師の立場から三ツ木さんお願い

します。

三ツ木 私を見ると生徒が逃げるというお話ですが，

校則について現場教師が一番問題にするのは，破った場

合のペナノレティなのです。これがないと生徒はこわがら

ないと思います。私は高校教師を27，8年やっています

が，校則はやはり運用が第1だろうと思います。校則を

作るよりも運用がむずかしいのだと思います。 私もまだ

まだ経験不足で，きょうは勉強させていただくつもりで

参加したのです。朝日新聞にもき ょうで 4回目になりま

すか「校貝IJJのことが連載されています。私の学校で，

かつて卒業生あたりが「御三家」というのを作ったこと

があります。「鬼の・.J， i殺しの J， iいやみの 」が

それです。私は「いやみの三ツ木」といわれました。ど

うして私がそう呼ばれたかというとペナノレティを課すか

( 85 ) 

らです。そのペナルティも他の先生とは違うのです。私

は晩年の志賀直哉先生のところに10年ぐらいフリ ーパス

で出入りしていました。その敬慕していたことも手伝っ

て， [í暗夜行路』 という 小説を 2 回，自分の手で~J&: し

たことがあります。また，井上靖さんの新聞小説もやっ

たことがあります。毎朝学校にまいりまして 35分ぐら

いかけて，新聞小説の 1回分を筆写しました。そういう

体験があるので，ペナルティというと，たたいたり，座

らせたりすることではなく国語の教科書のある部分を原

稿用紙に一字一句ていねいに筆写させ，漢字には振り仮

名をさせるのです。それがペナルティで，いつまでにそ

れをやるかが指示されるのです。もしやってこないと親

に電話をかけます。 きちんとやってきた生徒はほめま

す。字が下手でもほめてやります。11七ったあとのフォロ

ーがないと恨みだけが残って しまうからです。このよう

なことは 「校則」の運用からすれば非常に簡単なことで

す。私は教師と生徒との問の本当の信頼感こそが校則の

運用に大切なことだと思います。

大村:ありがとうございました。それでは新聞記者の

立場から渡辺さん，お願いします。

渡辺私は取材をしていた中で感じたことをお話した

いと思います。また‘記憶に新しいことですが，岐阜県の

高校の修学}/1.行でへアードライヤーを持ってきたことが

原因で先生が体罰を加え，その生徒を殺してしまったと

いう痛ましい事件がありました。このような体罰問題，

校則問題はどうも西のほうに多いようです。ところで，

小学生の場合は家庭のきまりがそのまま学校に持ち込ま

れてくることが非常に多いのです。そのいざござが中学

や高校まで後を引いているような気がします。学校の先

生にも未成熟な人がいて， 校則の運用の仕方に問題が出

てきているような気がします。 具体的な例をあげます

と，女子中学生の白いソックスがあります。そのソック

スを三つ折りにしなければいけないという校則が愛知県

内のある学校にあり ます。その中学ではそうしているに

もかかわらず，隣りの中学では絶対に折つてはいけない

となっているのです。三つ折中学で伸ば‘している子は突

っ張り女生徒になります。その子が隣りの学校の生徒に

同類だと思って声をかけたところ，むこうは知らないか

ら挨惨を返えさなかった。そのためリンチ事件になった

ことがあります。 イ'11ばした子は三つ折中学では突っ張り

ですが，隣りの1:1"学ではイltばした子は普通の子なので

す。 折った子が違反者になるのです。どこか I~I 立 っ たこ

とをしないとやっていけなくなっている子どもがいるの

です。そういう子どもの趣味的背景を忘れて，一体的に

校則を運営していこうとするところに問題が生じている
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ように思います。教室で挙手をするということがありま

す。 ある学校では， 挙手は左手ときめられています。

右手には鉛筆を持っているからです。そして挙げ方もち

ゃんと45度ときまっているのです。しかも，もっ と絢lか

いのです。2本指の挙手は，友だちの答えにもう少し付

け加えたいとき 3本指の挙手は友だちの答:えに賛成す

ることを意味し 4本指の挙手は質問があります，友だ

ちの答えに反対ですということを意味します。このよう

な細かいことをやっているところもあります。加藤さん

のお話のように規則という ものは作り始めたらキ リがな

いのです。そういう制度を当然だとしている地域は，東

京のような非常にゆるやかな地域を異常だと思います。

自分の地域はそれ相応にやっていくのだから放っておい

てくれという声もあります。ある学校では給食がないの

で弁当を持って登校しなければなりません。そうすると

友だち同志でオカズの分け合いが始まります。家庭から

は弁当についてのきまりを作ってくれという申 し入れが

あり，そのような校則ができま した。そうすると，先生

も親も寄ってたかつてそれを守ることばかり考えて しま

うのです。一つの集団をまとめるために原則論として校

則が生まれてきた。ところがこのタテマエとしての校則

が一人歩きを して人間を締めつけてしまうのです。

さきほどの挙手のことですが， 45度でびったり揃って

いていいというので，それが教育研究会でたいへん話題

になったそうです。それを自分の学校に移植した先生

が，同じやり方ではというのでちょっと変えたのです。

2本指 3本指 4本指， 揮りこぶし (じゃんけんのグ

ー)というわけでーす。まさに点数稼ぎで， うちの学校に

はこのように細かい規律があって，よく運営されていま

すよということにすぎないのです。有名なのは愛知県の

三河地方のある中学ですが，下足箱に靴を入れるときの

規則があるのです。下足箱の掛からlcmというところ

に，ぴちっと並ばなければいけないことになっていま

す。これが守られていないと教師の指導が惑いというこ

とになります。そこで，あれや，これやと子どもたちを

縛りつけるのです。子どもたちは反対できない，そこで

その不満が他の面に出てくるのです。 例の 「モグラ叩

き」 と同じです。交通規則IJ'b，規則と抜け道のイタチご

っこです。教師と子どもとの信頼関係をまず作っておか

ないと，子どもは同じ規則でも自分たちに対する圧迫と

してしか感じません。私は本業のほかにカ ウンセリング

をしていますが，同じ規則でも運用する先生の関わり方

によって違ってく ると，生徒たちはいっています。関わ

夕方いかんで，喜びも悲しみもあるのです。例のへアー

ドライヤ一事件の先生ですが，あの先生はとても優しい

先生だったのですが，生徒の反応に対してムカムカして

やっているうちに自分がわからなくなり，気がついてみ

たら生徒は死んでいたというわけです。髪の毛がいつも

突っ張ってしまってどう しよ うもないからーという部分

はまったく無視されてしまうのです。子どもたちを 「人

間」として扱わないところにネ ックがあると思います。

原因論，つまり「これだから"j という理由をあげる場

合が非常'に多いのですが，大入社会は結果論なのです。

「してはいけないことをした」という事実関係だけで判断

してしまいます。最近の子どもは未成熟で抑制が効かな

いので，原因論と結果論のすれ違いがひどくなっていま

す。私は今から8年ほど前，大阪のほうにいま したが，

ずいぶん荒れた学校がありました。中学の先生でl院を日

本刀で切られた人もいました。

校則をぐっと厳しくして徹底的な管理をするとき，そ

れとはまったく異なる方法で・生徒にはたらきかける先生

が出てきます。その先生は校則は校則として，自分と子

どもたちとの信頼関係の樹立から始めていったのです 。

生徒たちは「あの先生のいうことだから聞こうj，rだか
らやろう」という気を起こしてくるのです。校則を起点

とするのではなし人間関係における信頼を基本として

いくのです。 規則である， 規則だからではダメなので

す。これが私が取材して得た現場的感党です。

埼玉のほうに生徒指導の神様といわれるく らい有名な

校長先生がおられました。取材のためにお逢いしま し

た。どんないかめしい人かと思ってお尋ねしましたら，

すばらしく優しいお顔の方でびっくり しました。腕力で

なくて押さえているのです。その先生は 「肩たたき(元

気かね)jから始めているのです。校長として赴任して
わる

きたとき， r慈」といわれる生徒た ちが先生のことをジ
ロジロ変な目で見ていたそうです。そこで先生はニコニ

コ笑いながら “君たち，なかなかいい目をしているね"

といってやったのだそうです。悪どもはそれで調子が狂

ってしまったわけです。校長先生は毎朝校門で肩たたき

をしました。“き ょうも元気そうだねぺ “一緒に勉強し

ょうね"などといって肩たたきをしたのです。そのうち

に生徒たちの服装違反もなくなってきたそうです。 rあ
の先生はオレのことを信用している」ということからく

る信頼感です。きまりを守らせるためには，どこからそ

こに入っていくかということが大切なのです。教育する

側のほうもいまひとつ見直しをやることが大切であると

いうことを，きょうここで提案したいのです。

大村 ・どうもありがとうございま した。ただいま 4人

のシンポジス トに発言していただきました。従来の方式

ですと，ここでお 1人5分ずつぐ らい追加発言をするわ



けですが，き ょうはこのままフロアとのディスカッショ

ンに入っていきたいと思います。ご発言の方は所属氏名

をおっしゃって，だれに回答してほしいとか 4人の方

に意見を述べてほしいとかおっしゃってください。

板倉私としてちょっと問題にしたいのは，校則に違

反する子どものなん人かは創造性を求めての違反がある

のではないかと思うのです。校則が正しくないからこう

しなくてはいけない，というような姿勢があるのではな

いかと思うのです。そういう点はどうでし ょう。

大村 ちょ っと補足します。ただ今ご発言になった方

は本会の名誉会員の板倉善高さんです。内田クレペリン

精利i検査という有名な検査がありますが，板倉さんは図

形を用いた精神作業の検査を作成されています。私ども

はそれに 「イタペリン」というあだ名を付けています。

板倉さんどのシンポジス トにお聞きになりたいですか。

板倉 違反者中には独倉1]的な子どももいるのです。そ

の子どもの意見を問いてほしいのです。4人のシンポジ

ストの方，どなたでも結構です。

三ツ木 もっともなご意見です。!日制高校生は文学づ

くと同人雑誌のようなものを作りました。いまの生徒は

漫画ブームの中で育ったので似顔絵なんか実にうまいで

すね。非常にうまいアニメの同人雑誌を作っている生徒

がいましたので “ちょっとノfックナンノイーを出してく

れ" といって出させ， きちんと封印しました。 そして

“なかなかいいものだが高校でしょっちゅう回し読みし

ていたのでは困る。しかし，一流の漫画家を目指して努

力してくれ。学校には持ち込まないで，社会的にどんど

ん活動してほしい" といってやりました。ペナノレティ

は課さないで， 独創性のある子を伸は、してやったので

す。

加藤 生徒の立場になると，どこかで自分を目立たせ

ようとして校則違反をする子，学校の管理体制に批判的

な立場から校則違反をする子，それから自分のアイデ‘ン

ティティを主張したいというか，クリエイティヴな子と

いうか， いろいろです。例えは、P ズボンの械怖が23cm

から26cm までとか， ウエストがどうあるべしとかきめ

ている学校があります。目立ちたがり屋の子どもはどう

するかというと，校則違反ではないが特殊なズボンを買

ってくるのです。標準型のズボンなのですが真中が太い

のです。つまり提燈型のズボンです。校則ではズボンの

真中のサイズはきめていませんから，そういうのを見つ

けてくるのです。こういうことはクリエイティウ、なもの

に入るかもしれません。これでは取締まるほうは困って

しまいます。私の体験では， “文化祭にロックをやらせ

てくれ"といってきたので許可したのですが，新しいコ
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スチュームを買うと家庭の負担がたいへんだし，ヂタ ラ

メなものを着てこ られでも困るので，制服でということ

にきめました。当日，かれらは制服でやりましたが，ボ

タンが全部背中にありました。「なるほど ・」 と思いま

した。今年の 4月でしたか，江戸川区のある中学校の女

子生徒がたった1人私服で登校したという事件があり ま

した。あれは校貝IJというより も学校の管理体制に対する

批判的立場でやったのです。私たちが非常に図るのは，

私服がいく らクリエイティヴであっても校則違反な ら容

認することはできないということです。あの学校では，

教頭を含めて 3人く らいの先生がその女の子と押し!日]答

をして，学校[こ入れるの，入れないのとやってしまいま

した。彩、はちょうど NI-IKの 「おはようジャーナノレ」に

出演していました。いきなりそのビデオを見せられて，

“先生だったらどうしますか" と問かれ， 生番組なので

非常に困りました。私は“そうですね，私だったら昼休

みにでも校長室に呼んで， コーヒーで も入れてやって

『どうして君は私服で来たのかな』 と子どもと一緒に考

える場を作りますね。 それでは，みんなと一緒に考えて

みょうか，ということにしますね"と答えました。校

則そのものよりもその運用とか，教師の心が大切なので

す。

大村 ・お2人のシンポジス卜から答えていただいたの

で，板倉さんからのf質4問に対する回答はここて
いと思思lltい、ますすo。

板倉 私JlRなるものが果たして合理的なものかど うか
という場合があります。制JlRの欠点を生徒が教えてくれ

るという場合もあ りましょう。九州、!と北海道ではI1制限も

えらく違います。子どもの意見や反則がかえってクスリ

になるということがあります。

富崎 。駒崎先生に質問します。先生は条件反射による

教育ということをおっしゃいましたが，詳し く教えてく

ださい。

駒崎 一般に厳しい校則で縛るという場合，校則はこ

わいから，あるいはあの先生は怖いから，ということで

自分の行動を規則していくと，子どもたちは自分は芯か

ら悪いのだ，これは悪いから止めとこう，というのでは

なく，まさに条件反射で，あの先生の顔を見たらおっか

ないので，やばいから止めとこう，それが重なっている

うちに， その先生の顔を見ればピッとしてしまう。そこ

には，なんら子どもの自主性と意図が入っていないので

す。それはそれでよいのですが，条件反射によるような

殺が場面が変わっても果たしてそれが，すなわち反射的

行動が出てくるかというと，そうはいかないのです。先

生の顔を見たからではいけないのです。 l年中先生がい
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るわけではありません。教育の効果は場所が変わってい

ても，条件が変わっても，どこでも同じ効果が出てこな

ければいけないのです。場面次第で条件反射が変わって

くるというようでは本当の教育ではないような気がする

のです。つまり普遍性を持った，いつでも広がりを持っ

て，どこでも同じような行動ができるこ とが必要です。

学校で物を壊わしたらH七られるからしない。家に帰って

からならかまわない，というのでは困ります。

ペナルティを課した場合，その場では非常に「すまな

かった」という顔をして反省の色も濃いのですが，それ

で本当に子どもが納得したのでしょうか。他の場面でも

ちゃんと効果が出てくるか，心配なのです。先生に日じら

れたことは，自分が悪かったのだということが自覚され

なければなりません。この点，三ツ木先生いかがでしょ

うか。

富崎。 のちほどでよいのですが， !狗|崎先生に小学生や

中学生たちが，精神発達面においてどのような段階にい

るか，図式的に教えていただきたいと思います。

三ツ木.学校にこわい先生がいると，生徒の中には，

こわい先生をこわがることに興味を持つ子がいます。恋

を恋するのと同じです。桜丘高校には男子生徒も女子生

徒もいるのですが，私と電車の中で目と目が合うと「キ

ャー」なんていう女の子がいるのです。なにも知lらない

来客は 「けしからん先生だ」と思うでしょう。そう見ら

れてはたいへん具合が惑いのです。学校という所は，本

当はそういうこわい先生がいすぎても困るし，いなくて

も困るのです。そのバランスが必要です。先生たちの中

には私がいるのをいいことにして"あの先生にまかせ

ておきゃいいんだ"といって，見て見ぬふりをする人が

います。これが一番困るのです。それから生徒のほうに

迎合しちゃって“そうだ3 そうだ，お前，原稿用紙に文

章なんか写したって，反省しなければなんにもならない

のだ"というようなことをいうのです。 これでは私の

苦心も逆効果になって しまいます。これでは陰日向のあ

る生徒をいっぱい作って しまう ことになります。多くの

先生が，校則は守るべきだ，という大原則だけは曲げず

に手を取りあっていくべきです。先生が先生を批判して

いたので、は学校はバラバラになってしまいます。私はそ

ういう点で3 先生方の横の連絡さえできていれば，駒崎

さんがご心配される方向にはいかないのではないかと思

います。

駒崎 三ツ木さんのお話はたいへん面白く興味津津で

す。

小学校から中学生にかわるあたりの子どもの心の発達

ということでしょうか，愛情の欲求の発達ということも

大いに関係してくると思うのです。小学生の場合，先生

たちは 「お父さん，お母さんを大事にしまし ょう」なん

でいいます。これは CMにもありますが， しかし，小

学生は本当にそうするでしょうか。私はそのようなこと

を小学生は意識していないと思うのです。 小学生時代

に，お父さん，お母さんを大切にしようとか，背負って

立とうなどと思う子がいたら，それはノイローゼです。

小学生H寺代は，お父さん，お母さんから愛情を得たいと

いう時期です。その時期に愛情を 十分に受けた子ども

も，やがて中学に入り，思春期を迎え，自我の成長に一

大変革を起こしてきます。アイデンティティの確立とか，

自我の確立とかいう重大な時期がやってくるのです。そ

の時期を無事に過ごすためには， 小学生時代，あるいは

もっと小さなと きに彼，あるいは彼女を愛してくれる，

可愛がってくれる人が必要なのです。しかし，中学生時

代は， i からの愛情」から「・・への愛情jへ移行する

時期なのです。ここに第2反抗期というものが現われて

きます。小学生H寺代と違って，お父さん，お母さんへの

愛情が芽生えてくるのです。ところが愛情の現わし方は

まだ非常に下手なのです。母親が 「今，スーパーで安い

サラダオイ/レを売っているから，10缶ほど貿ってきて」

といったとき，子どもはたいてい仏頂面をします。しぶ

しぶ寅いに出かけたとしても， 家の ~IJ まで持ってきま

せん。玄関先に置いたまま矢巾ん顔をしています。その

とき母親が“そんなにお手伝いがいやなの"といわない

で，“手伝ってくれでありがとう。でも，もう少しだね。

家の奥まで持ってきてほしいの。お母さんがぎっくり腰

になってしまうと困るからね"といえばいいのではない

でしょうか。中学生の下手な愛情表現をうまく誘導して

やる必要があります。

愛情の欲求のほかに自己顕示の欲求も考えなければな

りません。中学，高校になるにつれて自己顕示の欲求も

非常に強くなってきます。この欲求も校則に関係してき

ます。自分で自分を表現しようという気持の現われだか

らです。校則を運用する側も十分それを踏えていなけれ

ばなりません。社会全体もです。だからといって甘やか

していいというわけではありません。

校則は守らなければならない。それはよくわかるので

すが，守れるような無理のない校則が必要なのです。中

学生は知能の発達段階から考えて，不合理の発見や矛盾

の発見が可能になる時期です。そこで理屈に合わない校

則だとどうしても納得できないのです。理屈が立つよう

な，理屈が説明できるような配慮が必要ではないかと思

うのです。そうなると，校貝IJの内容自体よ りも運用のほ

うが大事ということになります。これは先程もお話があ



りましたが，運用が大事なのです。しかし，守れないよ

うな校則を作っておいて運用部でなんとか，という考え

方もおかしいのです。最初からなるべく守れるような校

則を作り ，しかも子どもたちによ く理解できる。それが

基本ということにな りまし ょう。

大村・ど うもありがとうございました。それでは加藤

さんどうぞ。

加藤 先程，三ツ木さんが自分 l人だけヒシビシやっ

ているのでは困る，他の先生も協力してくれないと困る，

ということをおっしゃいましたが，私も実感します。三

ツ木さんの悩みはそこにあるのです。あれは三ツ木がや

っていればいいんだ，ではいけないのは当然です。三ツ

木さんだけ浮いて しまったのではどうしようもありませ

ん。

大村 ・他にどなたかご質問は

i務回 。教師と生徒が適正な距Jijltを将'J'f:.こなければという

ことがよくいわれていますが，私がそのような立場に立

ったとしたら適正な距離を うまく保てるでしょうか。具

体的に教えていただきたいのです。

渡辺.最近， いろいろな若い人と話をして思うこと

は，ストロ ークスの出し方が下手な人が多いよ うです。

「ストロークス」というのは 「なでる」ということなので

すが， IことばでなでるJ，つまり 「ほめる」ということ

で，ほめるのが下手なのです。ほめられるのは好きなの

ですが 。人をほめるのが下手ということは，人とうま

くやれない人なのです。

きょう，私とあなたの場合は3.6メートル以上は離れ

ていますから政治家の距離なのです。肉親の関係になる

と45センチ， 本当に親しい友だちになると 1，2メートル

ぐらいだそうです。例えば， I喫茶活で前向きで話を して

いるときは親しい友だちで，検に並んでいる人はもっと

親密，というのが私の見方なのです。先生と生徒の関係

は，普通，公的には教壇から生徒を見ているわけですか

ら， 社会的距離で見ているわけです。と ころがある先生

はそれを上手に崩して，生徒のすぐ横に行って「おい，

元気か?Jと声をかけるのです。先生は自分のことを好

いて くれている，それがストンと心の中に入ってくるわ

けです。

このようなことを自然にやっている人と，逆にいつも

そればかりやっている人と，突然おれは教師だ，という

ようにやる人がいるのです。もちろん，自然のうちにそ

ういうことができるのがいいのですが，大事なことは生

徒のほうに 「見る自分」と 「見られる自分」という分化

があることが望ま しいのです。自意識が出てくる10歳以

後がいいのです。他人との距離間隔の保ち方を教えるの
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はどうしても家庭なのです。それが先生と生徒との距離

間隔に影響してくるのです。お父さんや，お母さんが人

との接し方を教えなければいけないのです。ところが，

最近は自閉的な傾向が非常に強くなって，自分の家庭だ

けよければ，自分さえよければ，が強くなってしまって

います。人と仲よ くしよう，きまりを守ろうという意識

がすごく薄くなっています。10歳ごろまでに家庭でしっ

かり教えておかなかった，つまり殺しておかなかったの

で，大学生になっても他人の自転車を平気で失敬して し

まうような人間が出来上がってしまうのです。 校則を守

ることは大切ですが，校則以前の部分が仕上がっていな

いのです。人とfll'よくやっていけること， それから距離

間隔を近づけていくことは，どんな人でも必要なことで

す。そのためには，相手の好むことをしゃべってあけ、る

ことが大切なのです。いうことを聞かない子どもに，い

うことを聞かせるためにはまず仲良しにならなければい

けない。 その子が一番自信を持っていることを見つけ

て，それについて諮り，それについてほめ， RI'! J~IÉ間隔を

縮めていくのです。これが私の認識です。巨人m:が好き

な子だったら「きのうも勝ったね」といえば接近できる

のです。しかし，なんにもいわない人がいるのです。 1

週間いても， 10日いても，そういう人とは近づきょうが

ありません。人と人との関係でなくて，人と物との関係

になって しまうのです。 人間関係を近づけるためには，

どうして もことばをかけ合わなければなりません。優し

いひとなでーがほしいのです。それはあると きは肩たた

きであったりすることもあります。これが行なえれば，

どんな先生でも子ど もとの距離間隔を近づけていけるの

ではないかと思うのです。さきほど加藤さんの話を伺っ

て，なるほどと思いました。子どもと真剣に話し合いな

がら， 納得させて行動させる。これが本当の対話ではな

いでし ょうか。最近は， この対話があるようで真の対話

がなされていないのです。 ことば、のキャッチボールでは

なくて，スパイ ラル状に深まっていくことが必袈なので

す。

三ツ木 さきほどからほめる ということがしき りに出

ています。 この間， Iおかあさんの勉強室」 という番組

で，原田という繭家が話されたのを見たのですが，小さ

いときに先生にほめられたこと，励まされたことが非常

に力になったといっていました。私は大学1年のとき大

村先生の授業を受けま したが，こんなすばらしい先生が

いるのかと，なにか勝手にほれ込みました。その授業は

ちゃんとした本があるのにガリ版で，その日のテーマを

きちんと整理して配ってくださる，手づくりの講義なの

です。私は l回も休まないで出席しました。試験の 1週
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問く らい前に先生から “君は今度の試験受けなくてもい

いですよ" といわれました。“単位はも らえないのです

か"というと，“そうではありません。その分，ほかの

勉強をしてください"とおっしゃるのです。大村先生と

同じようなことをおっしゃった先生がもう l人おられま

した。三省堂の字引きにお名前が載っている柴田武とい

う方言学の大家です。この先生も“あなたはたいへん授

業を活性化してくれました。授業を受けただけでいいで

す。他の勉強をしてください" とおっしゃってく ださ

いま した。これは私の生涯で，試験を受けないで俊 (A)

をいただいた貴重な2つの体験で、す。きょう馳せ参じた

のもそのようなところにあったのではないかと思ってい

ます。先生と生徒との関係は，考えればむずかしいこと

なのですが，明るいということ，これはとても大事なこ

とだと思います。どんな苦しいことがあっても，授業は

明るくするということが大切です。生徒のほうが近づき

にくかったら，教師のほうから生徒に触れて，生徒から

学ぶのです。私は志賀直哉先生について学ぶのに先生の

IFII音夜行路』 を 2 回 も筆写しました。 『大津Illl~古』 も写 し

取りました。筆者とのぶつかりあいなのです。よい教師

になるためには，本ばかり読まないで生徒にぶつかっ

て，生徒の心と自分の心とをぶつけ合わせることが必要

なのです。そ うすると「金八先生」みたいになるかも し

れません。生徒は年年歳歳巡ってくる生身の人間ですか

らワンパターンでは把握できません。しかし，教師は自

分から積極的にチャレンジしていけば， 必ずや道は開け

てくると思うのです。

溝田 僕は千葉県に住んでいます。校員IJの厳しさにか

けては東の横綱といわれている県です。中学生たちと接

することも多少ありますが，かれらが校則を守っている

のは学校の中だけなのです。このような校則なら止めて

しま って基礎を作っていくほうがよいのではないかと思、

うのです。学校を陥れればなにをしてもかまわないとい

うのではいけないのです。

加藤 :私は校則をみんななく してしまいました。みん

なというより殆んどです。残った校則というのは，これ

を守らないと君たちは死んじゃうよといったようなもの

です。例えば，ボルテージの高い変電所があるから近よ

らないこと，校庭が狭いのでバットを振りまわさないこ

と，などです。大学とは違いますから学校へ来たら無断

外出しないこと，自転車を置く場所が狭いから，自転車

通学を しないこ となども校員IJの中に残っています。こう

いうところは一歩もゆずれないところです。子どもたち

も反発しません。ス トンとI1旬に落ち込むようなきまりな

のです。 1淘に落ち込むようなきまりとはなにかという

と， 説得力を必要としないきまりです。静岡県出身の方

には恐縮ですが，西の愛知，東の千葉といわれますが，

真中の静岡もたいしたものです。私は愛知県の出身です

が…。静岡のある学校に行ったら朝からジャージに着替

えるのです。ま，それもいいでしょうが，前と後に姓を

書いた 15センチ角く らいのゼッケンをく っつけるので

す。私はお客で行ったので外交辞令で“すく名前がわか

っていいですね"といいましたら，教頭さんがニコッと

して“あれなら遠い所で惑さをしてもすくJわかります

よ"とおっしゃるのです。私はこのような発想が，校則

が批判される最大の原因だと思うのです。 私は35項目の

規則をなくしたのですが， なくす前の職員会議では相当

の反論がありま した。校則がなくなったら学校が支向性滅

裂になるのではないか，生徒はjレールのある社会にli¥て

行くのだから学校にだ、って/レールは必要，順法精神を教

えることこそ教育ではないか，などという当然の反論が

ありま した。私があえて発言したのは 135項目をなく し

たら本当に目茶苦茶になるかな」という ことなのです。

それから「先生方，この学校の規則jをなん項目覚えてい

ますか」ということです，宵が痛くなるといいますが，

胃が痛くなって初めて宵の存在に気づくのです。フロア

にいらっ しゃる聴衆の皆さんも，自分の中学生時代の校

員IJをどのく らい党えているか考えてください。党えてい

るとすれば，相当神経質に管理されていたか3 あるいは

なんらかの都合があって覚えているのではないかと思い

ます。

私は子どもたちの自律的なものにまかせても秩序はか

なり維持できると思います。そこで一つ問題になるのは

家庭のことです。私はあるとき，多j畿地域1，800人の生徒

と父母および教師に校則20項目を並べ， この校則は必要

ですか，必要ないですか，それと もある程度の規準をき

めて，その範囲の中で指導するかどう かpという 3段階に

分けて調査したところ，統一してほしいという統一志向

を現わしたのは父母なのです。例えば，ゲームセンター

への出入を禁止する，ということを校則にすることにつ

いて 「する」といったのは先生や生徒の 3分のl以下で

した。ところが親たちは半分以上が禁止を校則にしてく

ださいというのです。 そうすると，教師はjfð~たちの期待

に応えるべく間違ったところで頑張ってしまうのです。

本当なら子どもたちと楽しい話し合いをする|時間に，ゲ

ームセンターに行ってうちの生徒がいるかいないか， レ

ストランにうちの生徒が入っているのではないか，そう

いうチェックに走りまわってしまうのです。親も教師も

一緒になって管理体制を布いて しまうのです。

私はそういうことで自信があれば，学校には最低の安



全保護規定とか，秩序規定，手続規定，利用規定，これ

くらいあれば済むのではないかと思います。

渡辺 私の子ども 2人が通っている中学には校則がな

いのです。いま加藤さんがおっしゃったようにやっては

いけないこと，例えば遅刻とか授業時間のこと，こうい

うことはきちっときまりがあって，それを守らなかった

ら学校は成り立たないこと，そういうことはきちっとき

めておかなければいけないと思います。それ以外のこと

はなにもいらないのです。

ところでいま一番困っているのは靴のことです。毎年

のようにす「しいテ、サ、インの靴が売り出されます。そうす

ると子どもはどうしてもそれを欲しがリます。そういう

のを履いて行くと徹底的に先生からなぐられるのです。

私は高校時代にめまり靴を履いていきませんでした。下

駄で登校したのでいつも腕まれていました。どうして下

駄で登校したかといいますと籾が貿ってくれなかったの

です。今はそういう時代と違います。ものすごい多量の

製品があって，その中で一番不細工なものの 1つが学校

で使われるので， 心外だという子どもが多いのです。

加藤さんが指摘されたよ うに一番大事な部分はなにか

ということを把握しなければいけないのです。どの部分

をきちんとおさえるかが問題です。それをしないで 「校

則」という全体で犯えてしまうと論議の焦点がぼやけて

しまいます。授業中，子どもが勝手に教室に出入したり

したら授業はできません。こういうことについてはきち

んとしたきまりを作っておかなければなりません。人間

集団のための最低限のことは絶対に必要なのです。

溝口 最低限のきまりを学習させるようにする環境を

作らなければいけないのではありませんか。

渡辺 :子ども -家庭 ・先生という三位一体が成り立た

ないとだめなのです。規則]だけが飛びはねてはなんにも

なりません。 三位一体にならないと効果があがりませ

ん。みんなが共通の意識に立って作りあげて作っていく

のがこれからの校則である，というのが私の考え方なの

です。

大村 ほかになにかご質問はありませんか。

小柳 私は児童専修学科にいる関係上，4守に私立の小
学校の校異1)について興味を持っています。私立の小学校

の中には伝統を重んじて，それを校風と して掲げ，それ

を売物にして入学希望者を受け入れるタイプ。の学校があ

ります。私自身が私立の小学校出身なので，いつも校則

には不満を持っていました。このI'II)，その小学校にいっ

てみたところ，あい変わらず校良1)はそのままで，なにか

おかしい気持になりま した。先生方は各自その校員1)につ

いて誇りを持っていて，一流と思っていらっしゃるので
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すが，校則をなん年たっても改めないのはどうかと思い

ます。伝統のよいところを残していくことはもちろん大

事なのですがー 。

校貝1)はH寺代によって改めなければならないものだと思

います。ここに小学校のきまりの本があるのですが， 内

容の l例として持ち物についてきまりがあります。その

中には，学習に関係のない本や品物は学校に持ってきて

はいけないとか，持ち物は小学生にふさわしい物に しま

しようとか，派手なものはやめま しょうとか，ハンカチ

は白ーなどと細かいきまりが書かれています。

大村 私立の小学校は厳しい校則を売物にしていると

ころが多いし，服装なども厳Jちです。自分の体より大き

そうなラン ドセノレを背負って電車に来ってくる子どもを

よく見かけます。それが名門校であるということが，わ

が国には定着しているようですが，私立小学校について

シンポジストの方がたのご意見を伺いたいと思います。

加藤 私は公立校しか経験ないのですが，日本だけで

はないのです。1:1本にも外国にもきちんとした制服や厳

しい校則のあることを誇りと している学校はかなりあり

ます。公立校の場合，親が子どもが通う学校を選べない

のです。いま丸刈りがよく問題にされますが，本校は丸

刈りですという場合に子どもが選べないのです。しか

し，体に関係するようないわば人椛すれすれの問題につ

いては貌が抗議したことがあります。熊本の場合は裁判

所にまで持ち込まれました。

ところが私立の場合は契約説というのがあって，剣Itだ

ったらすぐにでもやめればいい，校員1)の緩やかなとこ

ろへ転校すれば，ということになります。熊本の丸刈り

のことですが，裁判所の判決は学校側に軍配をあげまし

た。丸刈りに合理性はないが，合法性はある，校長の裁

盆の範1m内だとしたのです 。 したがって iljl)}]~その他につ

いても，公立校であっても校長の裁量の範囲内である程

度生徒を拘束することができる，ということになると思

うのです。私立の場合はなおさ らです。私立校の持つ歴

史的な伝統なり，なんなりがあるから， 人椛に関するこ

とさえなけれは‘学校のほうが強く 出ても，生徒がおか

しいと，E、っても，そのままいって しまうのではないかと

思います。こ こにも私立校の先生がいらっ しゃいますの

で，あとでと意見を伺いたいと思います。よく間違える

のは，熊本の裁判の例を引いて，学校側に軍配があがっ

たのだから丸刈りは正しいのだという人がいますが，実

際はそうではないのです。原告側のほうは丸刈りはおか

しいと主張したのに，学校似IJはスポーツに適当だなどと

いって裁判の府で弁明 しているのです。スポーツにi盗当

というのなら全校生徒にやらせる必要はないのです。
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三ツ木 ・答えになるかどうか自信がありませんが，私

の高校は女子はセーラーIl&なんです。布、は男なのでよく

わからないのですが，生徒に聞いてみると，あんなに暑

いものはないそうです。特に夏場は 。着てみてくださ

いよといわれたこともあります。ところが親の立場から

すると，私はセーラー服の女学校を卒業してきたのだか

ら娘にもセーラ一服を着せたい，お父さんもセーラー服

はいかにも女学生らしくていいといっている，というこ

とになります。入学式のとき，親がカメラを持って来る

のが多いこと，わが娘のセーラ一服姿に憐惚としている

のです。布、も自分の息子を自分と同じコースに入れまし

た。いま経済学部に通っていますが，写真こそ撮りませ

んが3 親が自分の入った学校に子どもを入れる，自分が

着た制服を子どもに着せたいと思うこころは閉じです。

親というものは私をも含めて石頭の人が多いのです。父

母は積極的に制服には反対しませんし，先生も年配にな

ればなるほど頑固です。それに入学するとき，学校のい

うことを全部守りますという誓約書に捺印して提出しま

すから， なかなか改革などというところまではいきま

せん。

渡辺:さきほど私立の小学校のことが話題になりまし

たが，私の近所の私立高校でも厳しさを売物にしていま

す。しかし，度を超してしまいました。「生徒心得」を

見ますと，髪の毛は額の真中辺を超えて長くしてはいけ

ない 3 などというわけで、す。眉毛が見えなければいけな

いのです。髪の毛がその基準より短かければなおさら結

構というわけで、す。人間の美的感覚をゼロにしてしまう

ようなヘアスタイル，それで果たしてよい教育ができる

でしょうか。似合わないのにわざわざそういうスタイル

をさせる，そこにサディスティックなものを感じさせま

す。

よく教師の心が問われているH寺代といわれますが，私

は，現在教師はすごく厳しい状況に置かれているのでは

ないかと思うのです。多くの問題をかかえて，子どもた

ちと真剣に取り組んでいかなければならない時代なので

す。家庭のほうで厄介なことを学校に持って来なかった

ら， 教師は無駄な時Ij，¥]を使わないですみます。すぐ監督

不行届ということで学校に文句をいってくる，これでは

教師はたいへんです。それから学校自体にどこからか見

えざる管理が行き届いていてその中で教師が閉塞的

な生活を強いられる， そう いうことから子どもたちをス

ケープゴートにしてしまう 3 非常に心配するところで

す。

いま，教師のいじめが話j週になっています。この聞の

朝日新聞にも絞っていました。とてもセンセーショナノレ

なデータでした。福岡教育大の人の調査でしたが， この

間3 日本教育社会学会で発表されたものなのです。先生

方415人を調査したところ， 教師聞のいじめが多いとい

うのです。どんないじめかというと，まず i1':I'問外れ」

があげられます。それから「ことばによるおどし」があ

ります。それらを経験した人が20%ずつぐらいいるので

す。「仲間外れ」というのが21%。お茶などつがないで，

その人のところをパスしてしまうのです。どんな先生が

やるかというと， 年上の先生 (28%) や女の先生 (26

%)です。そういうことが子どもの教育に影響している

かということですが，調査では子どもの教育に影響して

いるというのです。子どもに当たってしまう先生がいる

のです。八ツ当たりなのです。それをしてしまう先生が

35%ぐらいいるというデータなのです。校則や校風，そ

れから子どもの教育のことなどで先生の問に葛藤が起こ

ってきではたいへんです。

大村。 ある大学の付属*，J干1ft闘を出て，付府1小学校， 01" 

学校，高校，大学と付属街道を進み，大学院の前期 ・後

期課程を出て，その大学の教授をしている人がいるそう

です。全部同じ広大なキャンパスの中にあり ます。 Ig~然

としました。しかし，こういうルー トは親としては楽で

す。しかも制服はきれいで，ファッショ ン性がある し，

名門といわれれば親の鼻も高いので、す。ただ，こう いう

ルートをたどると，自分を振り返えるとか，まわりを見

回す，そういうことがないのではないかと心配します。

中山 .どこかで、教師が非常に圧迫されている。そうす

るとどこかでエネノレギーを発散しなければならない。そ

うすると子どもに当たるようになる。しかし， 当たるに

はそれ相応の根拠が必要になります。 その 様拠に 「校

則」が使われてしまいます。「生徒心得」も根拠になり

ます。

「校則」 というのは文化のパターンの 1つなのです。

そこで常識の範囲内で、あってほしいと思います。しか

し， 日本人は常識ということばを非常に嫌うのです。

「あいつは常識でしゃべっているJ，rきょ うの講師は程
度が低く常識なみだ」などといって嫌います。「校則」

とか 「きま り」というのはこの常識の上に成り立ってい

る，いなければならないと思うのです。日本の学校の校

良IJも，手l、は法律家でないのでよく わかりませんが，最終

的には心理学で、もなければなんでもない。1K.識(カマン

センス)が大王Eだと思うのです。それでは常識はなにを

頒りにするのかというと，哲学の先生をH手ばなければな

らないのですが，常識は常識できめてもらわなければな

りません。常識とあま り掛け陥れた校則では納得できま

せん。
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イ一 トン校では喫煙と飲酒は 1回目は罰金だそうで のを自分で買いにいくようになります。現代っ子はとて

す。 日本円で3，200円ぐらいですが 2回目は倍になり も感覚がいい，あきれるくらいいいのですが，どういう

ます。 3回目は無条件で退学だそうです。それから制服 ものを選ばせるか，そういうところになるとやっぱり家

のことですが，最初は制服を着るのがとても恥ずかしか 庭教育の分野になります。

ったそうです。そのうちだんだん慣れてきましたが 。 駒崎 制服がフォーカスになっていますが，女子の場

自の手袋，シルクハッ ト，今はもうなくなってしまいま 合スカートが下からなんセンチというきまりがありま

したが，やはり時代の流れで見直されたのでしょう。た す。このシンポジウムの準備のために“あなたの学校で

だイ一トンみたいな伝統のある名門校ですと，あれを着 スカートをずるずる引っばっている子いない?"という

るということはたいへん誇りなのです。いい学校の生徒 ことを聞いてまわりました。ある家ではハンガーに掛か

はその学校の制服や制帽をむしろ進んで着用するのでは っているのを見せてくれました。それは東京都内のある

ないでしょうか。それだけのレッテルを付けて歩くわけ 私立高校の制服で，たいへんしゃれたものでした。スカ

ですから 。 ートがチェックで， 色は地味なのですが実にいいんで

私ぐらいの年配のものはみなそうですが，子どものこ す。それをずるずる長くしたら，まったく似合わないの

ろ大体制服で大学まで通いましたので，自分がどういう です。時代の変化に合わせて，生徒たちのニーズを取り

格好のものを着れば似合うのか，全然選べないのです。 上げていく，そういうことが必要だと思います。

センスというものが育たない世代なのです。そういう意 アメリカのハイスクーノレの男子生徒が，日本の高校に

味から，小さいときからその子に合ったものを選ばせる はたいてい制服がある。うらやましい，自分たちにはな

のがいいと思います。制服というものを与えてしまうの いのだ，といっているのを聞いたことがあります。そこ

はどうかと恩います。 で，君たちのハイスクールには，きまりやノレールがない

加藤:私の知り合いのお嬢さんなのですが，私立の幼 のかと尋ねてみました。答えは「ノレールはある」という

稚園から大学まで一貫教育で進み， 銀行へ勤めました ことでした。と‘んなルールがあるのかと再び尋ねてみま

が，幼稚園から銀行まで、ずっと制服なのです。そのお嫁 した。驚いたことに 2つあるのです。 1つは「ピス トルを

さんが遊びに来られて私の家内と話をしていましたが， 持ち込まないことJ，それから「麻薬を持ち込まないこ

そのお話の中に“私は幼稚園から大学を出るまでずっと と」の 2つしかないのです。実にエツセンシヤルズとい

制服だったので，銀行に制服があったのでホッとしまし うか，最低限のコモンセンスというか，それにどシッと

た"ということがありました。着替えて外出すると不 押えられていると思うのです。話は償道にそれてしまい

安でしょうがないのだそうです。これでいいのかな，こ ましたが，制服が良いか，惑いかということよりも，も

の服装でいいのかなという不安なのです。 う少しセンスのあるものがほしいです。時代に合ったも

思い切って制服をなくすという発想も面白いと思いま のに変えていく必要があります。

す。さらにいいたいのは，一般の場合，なぜ中学の段階 大村。 むかしから男の子は詰め襟，女の子はセーラー

で制服にするのかということです。小学校から制服とい 服です。これではかつての日本の陸軍と海軍です。いま

う学校は少ないのです。中学で制服をきめているところ 駒崎さんも触れられたように，だんだん変えていくほう

は，東京では武蔵野や杉並を含めてわずか 17校です。 がいいでし ょう。このごろは外国のデザイナーが作った

なぜ自我が形成される時期に制服にするのか疑問です。 制服が採用されてきました。制服にもハイレベルなフ ァ

三ツ木 夜、は中学から大学院まで同じ大学なのです ッション化がより強くなると思います。

が，いつもなにを着ていけばいいのかわからず，やぼた きょうここに 4人のシンポジストの方が並んでおられ

いものばかり着ていたことを覚えています。冠婚葬祭の ますが，実はあとお二人並ばれる予定になっておりま し

ときは制服は便利ですが 。これは制服の利点です。 た。お一人は NHKの名物番組 「中学生日記」のディレ

渡辺 ・私は制服があってなきがごとしという学校で育 クターをやっておられた立元幸治さん，それから学習院

ってきました。男の子はともかく，女の子はお母さんが 大学教授の永田良H百さんです。立元さんは NI-IK の佐

仕込むのです。それが家庭教育の基木になっているわけ 賀放送局の局長として栄il去されてしまい，ご出席が不可

です。色の感覚は大体6歳ぐらいで確定するといわれて 能になりましたが，永田さんは本日フロアーのほうにお

いますが，その前に自分の好きな色を徹底的に選ばせる られます。永閉さんは，今度I!鳥門教育大学で開催される

のです。そうすると子どもなりに好きな色をきめて適当 日本教育心理学会第30回総会で‘「校貝IJJについての研究

にやっていくのです。中学ぐらいになるとさまざまなも 発表をなさいます。永田さんにはぜひシンポジストに・・
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とお願いしましたが回静されました。きょうはフロアー

のほうにいらっしゃっておられますので，ご意見をいた

だきとうございます。

永田 材料不足なので，意見というよりはお教えいた

だきたいという気持です。さきほど加藤さんが校則のほ

とんどすべてをなくされたこと，駒崎さんが最低限のコ

モンセンスが必要だということ，たいへんよいことだと

思います。加藤さんの学校で生命の安全などに関係した

こと以外の校則を全部廃止されたことを伺って敬服し

ました。ごくわずかな校則の項目を残したわけですが，

それをまとめる過程は非常にたいへんなことだと思い

ます。先生方の聞にも，生徒同志の間にも，先生と生

徒の問にも，さかんな議論が行なわれたことと思いま

す。例え 5，6項目にせよ， ?判断、背景を持っていると思

うのです。もしそれがなければ，三ツ木さんがこぼされ

たように他の先生が知らん顔という状態になってしまい

ます。先生が多数おられる場合，普通の状況では意志の

疎通がうまくいかないのです。しかもある基準を作って

も先生によ って扱い方が違ってしまってはしめしがつき

ません。

そこで伺いたいのは， なるべく生徒の個性に合わせ

て，かれらの納得のいくものを作るという発想と， 他方

では生徒を一定の望ましい方向に持っていきたいという

発想があります。この兼ね合いをどう考えていらっ しゃ

るか，ということなのです。

加藤 ・私が校則をなく した学校では，例えば， トラン

プや将棋を持って来たとき，校則の12番目を見なさい，

というように校則に寄りかかっていました。しかし，校

員IJがなくなったのでそういう 指導ができなくな りまし

た。ところが，学級で規則を作ろうという傾向が現われ

てきたのです。 ある先生は“おれはこのクラスの担任

だ。おれの目の黒いうちはダメだぞ"で通して しまい

ます。その先生はおそらく三ツ木さんのような人柄の人

だと思います。心があたたかく ，やかましいけれど子ど

もたちの心を握っている人なのです。子どもは先生の指

示をいい意味であき らめて受け取ります。あの先生がい

うんだから ということなのです。信頼感があるからそ

ういうことが成り立つのです。その話を聞いたある先生

が同じことをやったのですが，まったく相手にされませ

んでした。

そうなってきますと，学校のクラスがクラスごとに動

きますから整合性というものがなくなってきます。とな

りのクラスはトランプがいいのに，自分たちのクラスは

だめなのですから ーー。生徒のなかにはとなりのクラスヘ

出張してトランプをするものが出てきました。混乱が現

われてきたのです。先生方は，校内研修会はいままで形

式的だったが，こういう状況になったらしっかり話し合

わなければ・ーという気持を持つようになりました。そし

て開校以来初めての宿泊研修会が狭山湖のほとりの国民

宿舎で行なわれました。そして，最低これだけはみん

なで守っていこうという規則を作りました。規則を破っ

た生徒に対する対応はそれぞれの先生にまかせました。

タバコをすっている生徒がいたとしましょう。その生徒

に対する対応の仕方は先生それぞれで逸ってくると思い

ます。それでもいいのです。継ぎはぎだらけの学校経営

でしたが，職員室の中はいつも笑い戸が満ちていました

し，校舎の中も校庭も活気に満ちていました。外部から

見る とちょっとだらしがないようでしたが，子どもの心

の中は明るかったのではないかと思います。

三ツ木 :私の学校の私のクラスのお話をしたいと思い

ます。私のクラスではクラス授というものを 100円取っ

ています。私が自分で大きなヤカンを 2つ寅ってきて，

お昼休みに生徒たちが麦茶を飲めるようにしたのです。

ところが事務室のほうから反対が出ました。一人だけそ

ういうことをやっては困るというのです。それではやめ

ようということになりました。亥-主主をやめて学校にある

;陪じ茶にしました。食べ盛りの子どもたちがインスタン

卜食品を好むので毎日熱いお湯を用意してやり ました。

それからソースや醤油なども用意させました。PTA で

は“親なら親らしい弁当を作れ"といいます。昼休みに

教室へいって“いいお弁当だね"とか“こんないいお弁

当を作ってもらったら勉強しなくてはね"などと諮りか

けています。

生徒たちは，こち らが思っているということがわかれ

ば，かなり厳しいものであっても理解するものです。

;f~、は遅刻癖のある生徒 3 人に始業の15分前に登校させ

て生活日誌というものを提出させています。これで20回

も30回も遅刻していた生徒がピタッと止まってしまい

ました。

小林 最近の親は自分の子どもばかりをいい子，いい

子して，殺するということはやっていないように思うの

です。殺は学校まかせのような気がします。

三ツ木 2， 3日前に新聞を読んでいましたら塾の広

告に「本校は殺と学力をJというのを見て唖然としまし

た。世の中にはだめな親というのがいます。そういう親

は“先生，うちの子は言ってもきかないのです"という

のです。言ってきかないときはもっといわなければいけ

ないのです。ずいぶんひどいことをいう教師だと批判す

る親もいます。“注意しでもきかないのです"といったら

もうおしまいです。親ら しいこ とをしてほしいのです。



学校というところは，一人がおかしな行動をするとみ

んなが迷惑するところです。親と子どもと担任とのコン

センサスをできるだけきちっとしていくというのが最も

望ましいことなのですが，これがなかなかむずかしいの

です。絶望して教員をやめる人の話や，自殺した教員の

話を新聞やテレビで見ます。本当に残念だと，思います。

加藤・ むかしは国家の価値観と地域の価値観と学校の

価値観がほとんど同じでしたが，いまはそうではありま

せん。価値の多様化がはっきりしてきました。パンチパ

ーマをかけてきた生徒がいました。担任が手におえなく

なり，校長が親に電話することになりました。電話を し

たら一発で‘終わりました。親は“先生，お古いわね"と

いうのです。私は“私が古いかどうか学校に来て見てく

ださい。パンチパーマの子がなん人いるか"と応じてお

きました。優しいお母さんで，しかも問題にきちっと対

応できるお母さんでなければ困ります。

あるとき母親から担任に電話がありました。担任がい

ないので校長の私が出ました。母親は“校長先生では恥

かしいのですが，実はうちの子どものお弁当，きょうウ

ナギなのです。と ころがウメボシも入れてしまったので

す。すみませんが， ウナギだけ食べてウメボシは残して

ほしいと，うちの子どもに伝えてくれませんか"という

のです。これにはび、っくりしました。

森 制服のことでちょっと思い出したのですが，話題

になっていない面があります。制服は家庭にとっては大

きなメリットになります。裕福でないときはなおさらで

す。制服がなかったら劣等感を持つ子も出てくると思い

ます。その制服がさきほども話に出ましたが魅力的なも

のならなおいいと思います。私が中学生だったとき，そ

の中学校は県で一番古い学校でしたが，七つボタンなの

です。これはむかしの海軍兵学校をまねたものではない
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と思いますがかっこよかったです。形だけにあこがれる

わけではありませんが，そういう服を身につけると，や

はりその学校の生徒らしく振る舞わなけれはどいう気持

になってきます。少年時代は外面的なものに対するあこ

がれとともに，なにか統制を求めるという気持もあるの

ではないかと思います。校貝1]， 校則という悪い面だけで

はなしに，少年の心理というものを考慮しなくてはと思

うのです。

大村。 もと成城大学の教授であった教育学の村井実さ

んが 「教育とは善い人聞を作ることだが， 普い人間とい

うものはなにかということがはっきりしていない。人そ

れぞれいろいろな普い人聞をあたまに描いている。普い

人間とはなにかということはつかめきれないのだが，教

育はそれがはっきりつかめるまで休んでいることはでき

ない。普いということがわからないまま，毎日，その普

い人間を求めて教育的なはたらきかけが行なわれてい

る。」 というような意味のことをおっしゃったことをい

ま思い出しました。きょう校則を取り上げてシンポジ、ウ

ムを行なったわけですが，校則というものも善い人間を

作る手段です。いろいろな学校でさまざまな工夫が行な

われています。

4人のシンポジストとフロアのみなさま方から貴重な

ご意見をいただきました。校異IJをいろいろな角度から取

り上げ有意義な時間を過しました。このシンポジウムで

最後に校則はこうあるべきだ・-というよ うな結論を得よ

うなどとは最初から思っておりません。それぞれの人

が，心の中に新しい校貝IJ像や校則l観を構築されれば，あ

るいは新しい知見を会得されれば，それでよろしいので

はないかと思Lっております。

本日はどうもありがとうございました。
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